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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期

第２四半期連結
累計期間

第79期
第２四半期連結
累計期間

第78期

会計期間

自平成24年
３月21日
至平成24年
９月20日

自平成25年
３月21日
至平成25年
９月20日

自平成24年
３月21日
至平成25年
３月20日

売上高（百万円） 29,756 31,124 56,465

経常利益（百万円） 475 748 1,042

四半期（当期）純利益（百万円） 137 450 64

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 121 901 1,079

純資産額（百万円） 18,595 20,320 19,532

総資産額（百万円） 70,688 72,439 70,044

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 3.91 12.85 1.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 23.1 24.6 24.5

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 820 1,098 3,226

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △2,756 △1,742 △4,413

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 1,852 522 977

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 1,597 1,600 1,626

　

回次
第78期

第２四半期連結
会計期間

第79期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
６月21日
至平成24年
９月20日

自平成25年
６月21日
至平成25年
９月20日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.42 3.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国における景気停滞が懸念されるなか、「アベノミク

ス」による景気刺激策により企業収益に改善が見られるなど、景気回復に向けた兆しが現れてきましたが、一方

で、円安による輸入諸資材価格上昇などの下振れ要因もあり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

このような経済状況のもとで、当社グループは、先行きの経営環境が更に厳しくなることを覚悟し、当期を初

年度とする３ヶ年計画として、生き残りをかけて立ち向かっていくという決意を示す「石塚硝子グループ中期経

営計画」（勝ち残るために～ＩＳＨＩＺＵＫＡ‘81）を策定し、『経営基盤の強化』に取り組んでおります。

売上高につきましては、夏場の猛暑を背景にびん・ＰＥＴの飲料容器需要が大幅に伸長し、グループ全体の売

上高は31,124百万円（前年同四半期比4.6％増）となりました。また、利益につきましては、ＬＮＧ・電力を中心

とした諸資材価格の高騰があったものの、売上増加とグループを挙げての徹底的なコスト削減などにより、営業

利益は889百万円（前年同四半期比15.7％増）、為替差益の発生等により経常利益は748百万円（前年同四半期比

57.5％増）、四半期純利益は450百万円（前年同四半期比228.1％増）という結果となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①ガラスびん関連

ガラスびんは、猛暑効果によるビールびんの出荷が大幅に伸長したことに加え、リキュール類小型びんの受注

も拡大し、売上高は9,608百万円（前年同四半期比4.4％増）となりました。

②ハウスウェア関連

ハウスウェアは、梅の豊作を受けて貯蔵びんの売上が伸長したものの、一般市販品や企業向け景品、輸出品が

落ち込み、売上高は4,638百万円（前年同四半期比8.2％減）となりました。

③紙容器関連

紙容器は、工場と営業が一体となった販促活動により出荷数量は増加したものの、販売品種構成の変化から、

売上高は4,284百万円（前年同四半期比0.2％増）となりました。

④プラスチック容器関連

プラスチック容器は、猛暑効果による飲料容器需要の高まりに加え、自動販売機向け小型プリフォームの大型

受注を獲得し、売上高は10,931百万円（前年同四半期比13.7％増）となりました。

⑤その他

アドバンストガラスは、円安を背景に海外向け抗菌剤の出荷が順調に伸長したことなどから、売上高は1,661百

万円（前年同四半期比3.2％増）となりました。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ26百万円減少し、1,600百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、1,098百万円（前年同四半期は820百万円の資金増加）となりました。資金増

加の主な要因は、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費等によるものです。

一方、資金減少の主な要因は、売上債権の増加及び割引手形の減少等によるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、1,742百万円（前年同四半期は2,756百万円の資金減少）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は、522百万円（前年同四半期は1,852百万円の資金増加）となりました。これは

主に、長期借入れによる収入、短期借入金の純減少額、長期借入金の返済による支出及び社債の償還による支出

によるものです。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①基本方針の内容

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の企業理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中

長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の

利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事

業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

　

②不適切な支配の防止のための取組み

当社は上記基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止

する取組みとして「当社株式の大規模買付行為への対応策」（以下「本プラン」といいます。）を導入しており

ます。

本プランでは、当社株式に対し20％以上の大規模買付行為を行おうとする者（以下「大規模買付者」といいま

す。）が大規模買付行為実施前に遵守すべき、大規模買付行為に関する合理的なルール（以下「大規模買付ルー

ル」といいます。）を定めております。大規模買付ルールは、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否か

を判断するために必要な情報や、当社取締役会の意見を提供し、更には当社株主の皆様が当社取締役会の代替案

の提示を受ける機会を確保することを目的としております。また、本プラン対応方針を適正に運用し、取締役会

によって恣意的な判断がなされることを防止し、その判断の客観性を担保するため、社外監査役で構成される独

立委員会を設置しております。当社取締役会は、大規模買付者に対し、大規模買付行為に関する必要かつ十分な

情報を当社取締役会に提供することを要請し、当該情報の提供完了後、大規模買付行為の評価検討のための期間

を設定し、当社取締役会としての意見形成や必要に応じ代替案の策定を行い、公表いたします。大規模買付者

が、大規模買付ルールを遵守した場合は、当社取締役会は、原則として対抗措置を講じません。ただし、大規模

買付ルールを遵守しない場合や、遵守している場合であっても、当該大規模買付行為が、当社の企業価値ひいて

は株主共同の利益を著しく損なうと当社取締役会が判断した場合には、例外的に、独立委員会の勧告を最大限尊

重し、必要かつ相当な範囲内で、また、必要に応じて株主の皆様の意思を確認の上で、会社法その他の法律及び

当社定款が認める対抗措置を講じることがあります。

本プランの有効期間は３年間（平成28年６月に開催予定の定時株主総会終結時まで）となっておりますが、有

効期間中であっても、株主総会または取締役会の決議により本プランは廃止されることがあります。また、随時

見直しを行い、株主総会における株主の皆様の承認を得て本プランの変更を行うことがあります。

本プランの詳細につきましては、当社ホームページに掲載の「当社株式の大規模買付行為への対応策（買収防

衛策）の継続について」（平成25年5月10日付）をご参照ください。

（参考ＵＲＬ http://www.ishizuka.co.jp/news/index.html）

　

③不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

本プランは、①買収防衛策に関する指針の要件を充足していること、②株主共同の利益の確保・向上の目的を

もって導入されていること、③合理的な客観的発動要件の設定をしていること、④独立性の高い社外者の判断の

重視と情報開示をしていること、⑤株主意思を重視するものであること、⑥デッドハンド型買収防衛策やスロー

ハンド型買収防衛策ではないこと、の理由から会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益に合致し、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。　
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（4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、302百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（5）主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の計画は次のとおりであります。

重要な設備の新設等

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容
投資予定金額

資金調
達方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

着手 完了

石塚硝子(株)

東京工場
茨城県猿

島郡境町

プラスチッ

ク容器関連

プリフォーム

生産設備(建

屋)

817 － 借入金
平成25年

10月

平成26年

４月
増産対応

2.1百万本/日
日本パリソン(株)

東京工場

プリフォーム

生産設備(機

械装置等)

1,558 －

借入金

及び

リース

平成25年

10月

平成26年

５月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年10月31日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 36,295,543 36,295,543
東京・名古屋各証券取引所

各市場第一部

単元株式数

1,000株

計 36,295,543 36,295,543 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成25年６月21日～

平成25年９月20日 
－ 36,295 － 5,911 － 2,957
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 2,195 6.04

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 1,737 4.78

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 1,500 4.13

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,318 3.63

旭硝子株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目５番１号 1,210 3.33

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 1,105 3.04

愛知時計電機株式会社 名古屋市熱田区千年一丁目２番70号 962 2.65

石塚芳三 名古屋市東区 936 2.57

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 870 2.39

御幸ホールディングス株式会社 名古屋市西区市場木町390番地 700 1.92

計 ― 12,534 34.53

　（注）１．明治安田生命保険相互会社、株式会社みずほ銀行及び第一生命保険株式会社は全て以下の常任代理人を置い

ております。

常任代理人　　資産管理サービス信託銀行株式会社

住所　　　　　東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟

２．上記のほか、自己株式が1,266千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　1,266,000 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 34,747,000 34,747 －

 単元未満株式  普通株式       282,543 － －

 発行済株式総数 36,295,543 － －

 総株主の議決権 － 34,747 －

 

②【自己株式等】

　 平成25年９月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

 石塚硝子株式会社  愛知県岩倉市川井町1880番地 1,266,000 － 1,266,000 3.48

計 － 1,266,000 － 1,266,000 3.48

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年６月21日から平

成25年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年３月21日から平成25年９月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

石塚硝子株式会社(E01123)

四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,576 2,550

受取手形及び売掛金 10,097 11,842

有価証券 100 100

商品及び製品 9,933 9,853

仕掛品 285 310

原材料及び貯蔵品 3,378 3,598

その他 1,591 1,516

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 27,955 29,765

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,089 7,960

機械装置及び運搬具（純額） 9,486 9,982

土地 13,331 13,331

その他（純額） 3,737 3,328

有形固定資産合計 34,644 34,602

無形固定資産 34 32

投資その他の資産

投資有価証券 6,122 6,822

その他 1,227 1,144

貸倒引当金 △63 △39

投資その他の資産合計 7,286 7,926

固定資産合計 41,965 42,562

繰延資産 124 112

資産合計 70,044 72,439
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,396 6,029

短期借入金 13,932 12,925

1年内償還予定の社債 2,616 1,839

未払法人税等 149 257

賞与引当金 533 579

その他 4,341 4,384

流動負債合計 26,970 26,015

固定負債

社債 6,520 6,146

長期借入金 7,213 10,281

退職給付引当金 3,906 3,872

役員退職慰労引当金 25 25

汚染負荷量引当金 527 510

その他 5,349 5,267

固定負債合計 23,542 26,103

負債合計 50,512 52,119

純資産の部

株主資本

資本金 5,911 5,911

資本剰余金 4,149 4,149

利益剰余金 869 1,214

自己株式 △283 △284

株主資本合計 10,646 10,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,618 1,856

繰延ヘッジ損益 175 △6

土地再評価差額金 4,919 4,919

為替換算調整勘定 △196 55

その他の包括利益累計額合計 6,517 6,824

少数株主持分 2,367 2,504

純資産合計 19,532 20,320

負債純資産合計 70,044 72,439
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年９月20日)

売上高 29,756 31,124

売上原価 24,514 25,920

売上総利益 5,241 5,204

販売費及び一般管理費
※ 4,473 ※ 4,315

営業利益 768 889

営業外収益

受取利息 2 6

受取配当金 73 75

受取賃貸料 57 47

負ののれん償却額 7 －

その他 39 61

営業外収益合計 180 190

営業外費用

支払利息 240 239

為替差損 107 －

その他 125 91

営業外費用合計 473 331

経常利益 475 748

特別利益

投資有価証券売却益 － 285

特別利益合計 － 285

特別損失

固定資産除却損 22 265

投資有価証券評価損 9 －

特別損失合計 32 265

税金等調整前四半期純利益 443 768

法人税、住民税及び事業税 81 252

法人税等調整額 171 △2

法人税等合計 252 249

少数株主損益調整前四半期純利益 190 519

少数株主利益 52 68

四半期純利益 137 450
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 190 519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △122 324

繰延ヘッジ損益 △53 △193

為替換算調整勘定 107 251

その他の包括利益合計 △68 382

四半期包括利益 121 901

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 58 757

少数株主に係る四半期包括利益 63 144
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 443 768

減価償却費 1,883 1,961

負ののれん償却額 △7 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △24

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 45

退職給付引当金の増減額（△は減少） △35 △33

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0

汚染負荷量引当金の増減額（△は減少） △19 △17

受取利息及び受取配当金 △75 △82

支払利息 240 239

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 28 277

投資有価証券評価損益（△は益） 9 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △287

売上債権の増減額（△は増加） △954 △1,182

たな卸資産の増減額（△は増加） △975 △125

未収入金の増減額（△は増加） 29 △118

前渡金の増減額（△は増加） 14 23

仕入債務の増減額（△は減少） 814 617

割引手形の増減額（△は減少） △29 △544

その他 △92 △105

小計 1,263 1,412

利息及び配当金の受取額 80 80

利息の支払額 △243 △250

法人税等の支払額 △280 △144

営業活動によるキャッシュ・フロー 820 1,098

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,987 △1,773

有形固定資産の売却による収入 312 0

投資有価証券の取得による支出 △86 △16

投資有価証券の売却による収入 － 345

関係会社株式の取得による支出 － △270

貸付けによる支出 △2 △13

貸付金の回収による収入 5 5

その他 1 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,756 △1,742

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 790 △1,360

長期借入れによる収入 3,600 4,800

長期借入金の返済による支出 △1,651 △1,379

社債の発行による収入 489 537

社債の償還による支出 △945 △1,701

リース債務の返済による支出 △284 △260

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △140 △105

少数株主への配当金の支払額 △5 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,852 522

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 95
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現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △91 △26

現金及び現金同等物の期首残高 1,688 1,626

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,597 ※ 1,600
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月21日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月20日）

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月20日）

大阪アデリア株式会社 310百万円 大阪アデリア株式会社 302百万円

北洋硝子株式会社 57百万円 北洋硝子株式会社 47百万円

株式会社高田製作所 15百万円 石塚マシンテクノ株式会社 35百万円

計 383百万円 計 385百万円

株式会社高田製作所は平成25年５月に石塚マシンテクノ株式会社に社名変更いたしました。

　

２　受取手形割引高

　
　

前連結会計年度
（平成25年３月20日）

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月20日）

受取手形割引高 544百万円 －百万円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年９月20日）

　運賃 1,496百万円 1,557百万円

　従業員給料及び賞与 808百万円 765百万円

　賞与引当金繰入額 162百万円 147百万円

　退職給付費用 57百万円 50百万円

　役員退職慰労引当金繰入額 0百万円 0百万円

　貸倒引当金繰入額 7百万円 △1百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年９月20日）

　現金及び預金勘定 2,497百万円 2,550百万円

　有価証券勘定 100百万円 100百万円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △900百万円 △950百万円

　預入期間が３ヶ月を超える譲渡性預金 △100百万円 △100百万円

　現金及び現金同等物 1,597百万円 1,600百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月15日

定時株主総会　
普通株式 140 ４ 平成24年３月20日 平成24年６月18日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年９月20日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 105 ３　 平成25年３月20日 平成25年６月19日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連

結損益計

算書計上

額

（注３）

ガラス

びん関連

ハウス

ウェア関

連

紙容器

関連

プラス

チック容

器関連

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,206　 5,052 4,277 9,610 28,147 1,609 29,756 － 29,756

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0　 11 －　 317 329　 2,813 3,143 △3,143 －

計 9,206　 5,063 4,277 9,928 28,476 4,422 32,899 △3,143 29,756

セグメント利益又は損

失（△）
18　 △40 177 608　 764 △3 761 7 768

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額７百万円には、セグメント間取引消去１百万円、たな卸資産の調整額

５百万円、その他０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年９月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連

結損益計

算書計上

額

（注３）

ガラス

びん関連

ハウス

ウェア関

連

紙容器

関連

プラス

チック容

器関連

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,608　 4,638 4,284 10,931 29,463 1,661 31,124 － 31,124

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0　 11 －　 331 343　 2,746 3,089 △3,089 －

計 9,609　 4,649 4,284 11,262 29,806 4,407 34,213 △3,089 31,124

セグメント利益又は損

失（△）
119　 △55 172 632　 868 13 882 7 889

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額７百万円には、セグメント間取引消去０百万円、たな卸資産の調整額

６百万円、その他△０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年９月20日）

１株当たり四半期純利益金額 3円91銭 12円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 137 450

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 137 450

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,132 35,031

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年10月24日

石塚硝子株式会社

　取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西松　真人　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　達治　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている石塚硝子株式

会社の平成２５年３月２１日から平成２６年３月２０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２５年６月

２１日から平成２５年９月２０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２５年３月２１日から平成２５年９月２０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、石塚硝子株式会社及び連結子会社の平成２５年９月２０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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